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京都光華女子大学 助産学専攻科の特色ある取り組み 

産婦人科医の常駐しない離島での地域実習 

京都光華女子大学（学長 一郷正道）は、2018 年 4 月、助産師などの資格取得を目指すことができる

1 年課程の教育課程「助産学専攻科」を開設いたしました。 

 

本専攻科では、産婦人科医の常駐しない離島（隠岐諸島 島前地区）での地域実習を行っており、妊産

褥婦が安心して生み育てられるシステム（IT を活用した遠隔地診療や地域・医療連携による搬送や救急

体制）や、助産師と関連職種との活動（チーム医療や関係機関との調整・連携）の実際を学びます。 

 

離島にある病院での実習を経験することにより、助産における知識・技術のみならず、保健・医療・

介護・福祉など、職種を超えて連携する力や、それぞれの専門職の役割や目的、視点の違いを理解する

ことで「地域包括ケアシステム」についても理解を深めることがきます。そして、その経験を生かし、

卒業後、助産師として活躍してもらうことを期待しています。 

 

報道各社におかれましては、ご多忙の折かと存じますが、この特色ある本学の実習に対し、取材をご

検討いただけましたら幸いでございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

≪取材に関するお問い合わせ≫ 

京都光華女子大学／短期大学部 入学・広報センター 担当：松浦 
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